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JTLするTEflR:',i!出淡と.ctheT(文はTi的べ･/ヂソ)に
伐って汀rEm.乳化剤を卯州分相としたのちIL-'兆;n='jhruTT･
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城のものを, 罷解液 18cc中に 4.0cc含むよ
■､.うにした｡
Constitutionofhufkrsolution p71 ､
clerk,Lut,S ∴ _rICl-KCl･ ′i.0 -
S6rensen二･ -licュ-Na-citrate '■'2･'4
.ク ク 3;0
.■ク ク ･ .3.6
ク ･ - 1 ク 4･6,








す なわち,pl1.d*か ら3.0までは1段 の5･宝元汎pH4.5では2段汲,さらに pII7.0では7TEぴ
*本稚文中の､pH の倍は加えた絞村沢_o伏{･あ1).＼
花柄液中での伍でlJない｡







時m晩でや.批乳 部応 対こ何らわ変化もみら準 か













- t ;4.33 S占C./drop .
mtJ3t]/6 :1.173 .
TempcrLlttJre :25oC＼ ー

















I Iarogr叩 御 岳の中舷 結堅甲 税をつく卑 言 の














･ ~ 5･lSynthetic mono-. natural mono-
anddicarboxylicacid.
4･ PyrethrinsのBa琵化合物の polarogram
･ ノ 1'ym thrins.閑射 ち合物として前記供試料及び除虫 f
,孤irZ7細 末'Dp右油エTテル抽出物を.PII3･0で拐つ


























































った｡叉 be_nzeりeの場合,鈍糾 -の pyrethrinミ改
段が低いと;その飽和唱和 ;明瞭でない_ことが多いの r
,で禾実駿ではpetroleuhiett-e'rをFT]いろことにしたo


















Ⅰ亨･:酸法による分析 :試料粉界 10･Og を排瓜:500
以下b petroleum-etherrを用い. Soxhlet抽Lu詐






























































びにその由封 ヒ合物の polarogram を検討した._■;i
2･.酸性坑で,allyl及び･ethylhomologues及び天
然 pyrethiins/(petroleum eJ.ner抽出物)は同様 ,
な polarogr千m を与え,_pH 3･Oにおける-中一汲問位
は何れも約 -1･25V-･(N_1†東電極)である｡
3･ 軍と同じ条件で,一節ユ及び妨2兆酸は道元されな
























































































(a) 供託51i剤 除虫-'/jJ'ェキスは棚 皮のものを使nJ











(C) 糾す液及び玖即.ほ肺 の組成 除虫菊干キス及























番岬 l･'(血 231の甲 州介で悦料である肘 l'gJ軌 .
除虫-J･J'州tl柑及びたぷr')を乳鉢小でよく況令.i,次に
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